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 日 時：令和５年７月２５日(火) １４：００～１６：００

 場 所：奈良県医師会館 ２階 会議室（奈良県橿原市内膳町５－５－８）

 出席者：笠原部会長他委員９名

 議事・意見

⚫ 感染症予防計画の改定について

✓ 担当する項目は「第６」だが、この部会には、感染症指定医療機関に従事する感染症専門医等が集まって

いるので、予防計画「第６」以外の項目についても確認した上で、意見を述べたい。

→ 第２回部会において、他の項目にかかる改定案もご議論頂くこととする。

⚫ 新型コロナウイルス感染症に関する取組について

✓ 医療機関で取り組んだことや課題等、次の感染症危機対策に向け、どのように伝えていくべきか議論。

• この部会に所属する感染症専門医等としての立場から、新型コロナの課題など、今後の感染症対策につい
て議論していくことが大事。

• コロナ対応では検査や事務でも課題があったと感じている。他職種の取組も把握できるとよい。

• 新型コロナの経験を踏まえた課題としては、フェーズ決めとデジタル化の遅れがあると感じてる。
フェーズは県で考えるのか、国のものにあわせるのか。フェーズが切り替わったと号令を出すのは誰なのかの整
理も必要。

• まずは新型コロナ対応の取組を共有し、優良事例の水平展開を目指す。

→ 各委員が所属する医療機関の取組を取りまとめ、第２回部会において意見交換を実施。



⚫ 感染症予防計画の改定について

⚫ 新型コロナウイルス感染症に関する取組について

✓ 各委員が所属する医療機関の取組について共有し、意見交換を実施。

・ 院長からトップダウンで意思決定を行ったことで、院内の体制整備、情報共有がスムーズに行えた。

・ 新型コロナ対応は災害対応であるという共通認識を持つことで、病院全体で対応できた。

・ 平時からの繋がりで他病院の感染症専門医に相談できる体制を確保し、院内で不足する専門性を補った。

・ クラスターが発生すると職員自身も感染している場合が多く、病棟を運営するための人員確保が課題。

・ 新型コロナ対応により増設した設備や機器の維持が必要。
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 日 時：令和５年８月３１日(水) １５：００～１７：００

 場 所：奈良県医師会館 ２階 会議室（奈良県橿原市内膳町５－５－８）

 出席者：笠原部会長他委員１０名

 議事・意見

項目 意見 対応内容（改定案への反映）

第12 感染症診断検
査に携わる臨床
検査技師の人材
養成についても
言及してほしい。

第12 人材の養成において、臨床検査技師を含む医療従事者の人材養成について
記載。また、第5 検査実施体制においても、検査に関する技術支援を記載。

※ 第5 検査実施体制
「保健研究センターは一般の医療機関の検査に対して技術支援等を実施する」

※ 次の感染症危機に向けた臨床検査技師の研修のあり方については、引き続き
入院部会で議論を予定。


